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第 2 章　日本の政府開発援助の具体的取組 ／ 第 1 節 課題別の取組

　ブータンでは、人口の約70％が地方に点在し、そのほとんどが農業で生計を立てています。しかし、山岳地帯などの地形
が多いため耕作地および栽培できる農作物が限定されています。また、道路や市場などのインフラが整備されておらず、商
業的な農業が発達しているとはいえない状況でした。
　そこで、日本は農業分野の支援として、特に開発が遅れている東部地域で、10年以上にわたり、農家の収入向上の手段の
一つとしての柑橘類・梨・柿などの果樹や野菜などの園芸作物の栽培法の普及や商業化の技術協力を進めてきました。
　このプロジェクトは、モンガル、ルンツェ、タシ・ヤンツェ、ペマガツェル、タシガン、サムドゥルップ・ジョンカールの東部6県
で、モデル農家やその周辺農家がより収入の得られる園芸農業を実践できるようになることを目指したものです。生産、加
工、流通にわたる園芸農業に関する技術指導やマニュアル・ガイドラインの作成、研修・普及活動への支援、種子・種苗提供体
制の強化などといった、様々な活動を行っています。
　毎年約100名の普及員※1や農家に対して研修を実施しており、これまでの研修受講者は500名以上に上ります。その多
くが新しい果樹や野菜の栽培に挑戦しており、その結果、研修を受けた農家の農園がほかに対しても見本となるような成果
を上げ、近隣農家がその技術を導入するようになるなど、モデル農家を介した周
辺農家への波及効果も確認されました。サンプル調査では、研修を受けた農家1
人当たり平均6人の農家へ技術指導を行っており、これまでに数千人の周辺農
家へ技術が広がっています。たとえば周辺農家の果樹販売による収入は平均
1.7倍に増加しました。
　また、これまでの事業による貢献が評価され、2014年2月には、本プロジェク
トの冨安裕一チーフアドバイザー（JICA専門家）と相手方の機関のラプ・ドルジ・
センター長の両名が、ブータンの第5代国王より国家貢献勲章を叙勲されまし
た。（2014年8月時点）

※1　各県に所属し、農家に農業技術、営農などの指導を行う職員。

園芸作物研究開発・普及支援プロジェクト
技術協力プロジェクト（2010年3月～実施中）ブータン

実施機関であるウエンカル再生可能天然資源研究開
発センターの圃場を巡回しながらのカウンターパートへ
の技術指導（右は冨安裕一専門家）（写真：JICA）

　セネガルはコメを主食としており、１人当たり年間74㎏を消費する、西アフリカでも有数のコメ消費国です。しかし、国内で
消費されるコメの大半は海外からの輸入で賄われており、セネガル政府は国家政策の優先事項としてコメの自給率向上に取
り組んでいます。
　日本は、セネガル国産米の自給率向上を支援するため、最大の穀倉地帯である北部のセネガル川流域サン・ルイ州において、
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地区生産性向上プロジェクト」を実施し、国産米の生産量拡大と生産者の収益改善を図りました。この
プロジェクトにより、稲作技術の向上、農民主体の灌漑設備補修と改善、生産者の財務管理と貸付制度の改善などが行われ、
籾
もみ

の生産が23%増加、収入が95%増加するなど農家の生計向上に大いに役立ちました。また、消費者ニーズに合わせた精米
処理技術の導入などによりセネガル国産米の品質向上にも貢献しました。
　セネガル政府をはじめ、農家、他国援助機関からもプロジェクトは高い評価を受け、2013年6月のオランド仏大統領訪日の
際、「日仏連携によるセネガル川流域の稲作推進」が合意されています。今後、フランス開発庁（AFD※1）が実施するセネガル
川地域での灌漑施設整備事業と連携し、プロジェクトの成果のスケールアップを目的とした第二期の協力を行う予定です。こ
の地域で近年増えてきている国内外の民間セクターの参入を受け、第二期では、農家の生産効率向上のために、農業機械
サービスの提供などで、民間セクターとの連携も計画しています。
　セネガルではこのほかにも、稲作マスタープラン策定（2006年稲作再編調
査）、アフリカ稲作振興のための共同体（CARD※2）の枠組みによる協力や、農業
アドバイザーを通じた稲作の政策策定への支援を行っています。また、セネガル
で行われる農業分野の援助国・機関会合では、JICAが共同議長を務めるなど、
日本は、政策の企画段階から現場での実施まで総合的にセネガルの稲作開発を
支援しています。（2014年8月時点）

※1　AFD：Agence	Française	de	Développement
※2　CARD：Coalition	for	African	Rice	Development

セネガル北部ポドール地区において、稲の栽培を指導す
る君島崇専門家と農業普及員。これら農業普及員が農
民たちへの稲作指導を行っていく（写真：JICA）
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地区生産性向上プロジェクト
技術協力プロジェクト（2009年11月～実施中）セネガル
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